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広島市議会議員（議長）

平成 30年８月 （1）市 議 会 だ よ り

ご挨拶

広島市議会議員（議長） 永田雅紀

　謹んで、この度の豪雨災害で亡くなられた方々のご

冥福をお祈り申し上げますとともに被災された方々に

お見舞いを申し上げます。猛暑との闘いの中での避難、

捜索、復旧・復興となり、ボランティアの方々も含め

体調を崩されないことを祈念し、議会としても出来る

限りの支援を後押ししているところでございます。現

時点で検証できた災害対応・対策を広島市長・広島市

議会議長の連名で国に緊急要望したところであります

が、同時に急傾斜地、低地、水辺等それぞれの土地柄

で想定される災害危険性を再検証し、早急に防災に反

映させるべきを講じているところでございます。　

　広島市では進捗状況はまちまちながら一時滞っていた事業が進められているところですが、平成 32年度で満了

する広島市総合計画を改定し、新たな広島市総合計画の策定に向けての作業を進めています。気候変動を想定し地

形変化を織り込んだ災害対策（国土強靭化対策）をはじめ、適切な施設の整備と市民のまちづくり意識の向上・生

活の向上を図るための制度づくりを広島市総合計画にどのように盛り込むのかが最大の議論となると考えておりま

す。最大限使える権限を以っての市当局との発展的な議論が待たれます。

　2018FIFA ワールドカップサッカーロシア大会での日本は惜しくもベスト 16で終わりましたが、その戦いぶり

は監督と選手が一丸となって、体力差を超越し日本を熱狂の渦に巻き込みました。一丸となることで発揮される力

はどの世界においても素晴らしく、その潜在力には驚かされるばかりです。近々に AI・IoT・ビッグデータなどの

活用によって、社会生活が大きく変化していくことが予測されていますが、我が広島市議会においてもどのような

変化にも対応し、広島市の潜在力を結集し、かつての不可能を可能にし広島市民の生活の向上と幸せを求めていき

たいところであります。

　最後になりましたが、皆様方の御健勝と御多幸を心よりお祈り申し上げ、これからも皆様のお声を大切に市政の

発展にあらゆる努力を傾注して参る所存でございますので、ご指導ご鞭撻賜りますようお願い申し上げましてご挨

拶と致します。

夏期号
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※�全国市議会議長会としては、「代替財源」について、どういったものがあるか研究中であり、11月の「国と地方の協
議の場」においては提示したいと考えているとのこと。

第94回 全国市議会議長会
定期総会に提出された
決議の一部の説明

次期まち・ひと・しごと総合戦略の策定に当たっては、現行の地方創生推進交付金事業や地方創生拠点整備交付金事業
などの枠組みにとどまることなく、これら事業の効果を高めるために必要な交通基盤の強化など社会資本の整備につい
ても適切に位置付けること。

地方創生の推進について

まち・ひと・しごと総合戦略は最終年となる平成31年度を翌年に控えており、地方創生の実現や地方分権改革が
より推進されるよう要望する。

1

地方分権改革の進展により、地方議会の役割は一層重要性を増していることから、議会の自主性・自律性をより高め、
各議会が地域の実情に応じ、自らの判断により権能を行使できるよう、地方議会の活動を制約している法令上の諸規定
の更なる見直しを図ること。

地方分権改革の推進について

地方議会・議員の活動は、地方自治法に規定されており、その活動を制約しているものとしては、
・�臨時会を除いて、議会招集権は長にあり、議長には付与されていないこと。
・�議会には市長の予算提案権を侵害しない範囲で予算の修正が認められているが、予算については長に提案権が
専属していること。
・�議員の位置付けや職責・職務が法制化されていないこと。
等が規定されていない為、その見直しを要望しています。

2

消費税率10％への引上げ時に、自動車税・軽自動車税に係る環境性能割の導入を確実に実施し、地方税財源の充実を図
ること。また、税制のグリーン化については、機能を強化する観点から基準の見直しを行い、重点化を図ること。更に、
自動車の保有に係る税負担の軽減に関する総合的な検討に当たっては、車体課税にかかる地方税収は環境関連の減税の
導入等により大幅に減少していることを十分踏まえ、地方財政に影響を及ぼすことのないよう具体的な代替財源の確保
を前提として行うこと。

平成31年度税制改正について

政府が検討している自動車税・軽自動車税に係る環境性能割の導入とは、消費税が10％に上がるタイミングで自
動車取得税を廃止するとともに、取得時の自動車税・軽自動車税を燃費基準の達成状況に応じて軽減する燃費課
税と言われているもので、燃費性能の良い車は税負担が軽くなり、燃費性能の悪い車は税負担が重くなります。
　税制のグリーン化とは、電気自動車やハイブリット車など排出ガスや燃費性能の優れた環境負荷の小さい自動
車に対して自動車税を軽減するものであり、逆に一定年数を経過した環境負荷の大きい自動車は税率を重くする
ものです。
　これらの導入により、地方財源は大幅に減少することから、代替財源の確保を要望しています。

4

国の予算は歳入と歳出では、国税と地方税の割合が歳入では約６(国)対4(地方)であるのに対し歳出では約６(地方)対４
(国)となっており、税の偏重が起きており是正を求めております。
・�地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総額を確保するこ
と。また、地方の財源不足の補てんについては、地方交付税の法定率の引上げを含めた抜本的な見直しを行うこと。

平成31年度地方財政対策について

地方交付税は、団体間の財源の不均衡を調整し、すべての地方団体が一定の水
準を維持しうるよう財源を保障する見地から、国税として国が代わって徴収
し、一定の合理的な基準によって再配分する、いわば「国が地方に代わって徴
収する地方税」　（固有財源）という性格をもっています。但し、指定都市など
も地方交付税の交付団体であり、自主財源で運営できる制度にすることが必要
です。自立出来る自治体の地方分権が必要です。

国民の租税（租税総額＝97.5兆円）

国税
（59.0兆円）
60.5％

42.2％

国の歳出
（純計ベース）
71.1兆円

3

39.5％

地方税
（38.6兆円）

57.8％

地方の歳出
（純計ベース）
97.3兆円

地方交付税
国庫支出金等
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May 31, 2018　

Chairperson Nagata’s Speech at the African Diplomatic Corps Block Meeting

Your excellencies and Ladies and gentlemen, my name is Masanori Nagata, Chairperson of the Hiroshima City Council. Although I am not very used to doing 
this, please allow me to address you in English. I hope you will kindly bear with me. First of all, I would like to thank you for inviting me to this meeting, and 
for sparing me your precious time. 

Taking this opportunity, I would also like to express my most profound gratitude to all the ambassadors and other diplomats who travel so far to Hiroshima to 
attend the Peace Memorial Ceremony that my city holds every year on August 6. Thank you so much for your support. 

It was, in fact, on the eve of the Peace Memorial Ceremony during a welcome reception for ambassadors and other distinguished guests that I was first motivated 
to give this presentation. When I was conversing with our guests about peace, I was struck with the feeling that Mayors for Peace, an organization presided over 
by the mayor of Hiroshima and comprised of over 7,500 cities world-wide that work together towards the goal of nuclear weapons abolition and lasting world 
peace, would be strengthened if we were able to increase the number of member cities from African countries even just a little.

So far, I have paid visits to the Embassies of the Republic of Angola, the Islamic Republic of Mauritania, the Republic of Zimbabwe, and the State of Eritrea, 
where I was warmly welcomed and afforded the time to address those ambassadors, who listened earnestly to what I had to say. 

Through these conversations, I came to know about the monthly meetings of the African Block Ambassadors. And upon 
enquiring as to the possibility of addressing the meeting, Dean of the African Diplomatic Corps, His Excellency Mr. 
Estifanos Afeworki, willingly approved. 

Based on our unwavering conviction that a repetition of the unprecedented tragedy that befell Hiroshima would be 
unforgiveable, the Hiroshima City Council continues to appeal for Hiroshima’s wish; that of nuclear weapons abolition and 
lasting world peace. 

Last year, when the Treaty on the Prohibition of Nuclear Weapons was adopted at the United Nations, the Hiroshima City 
Council made our resolve clear to all those concerned both at home and abroad through actions such as issuing to the 
government a unanimously approved statement calling for the early entry-into-force of the Treaty. 

Upon listening to today’s explanation, I ask for your understanding regarding Hiroshima and Mayors for Peace member 
cities’ wishes for nuclear abolition and lasting world peace, and ask for your support in urging cities in your own countries 
to join as members. 

Thank you for your kind attention. 

アフリカ外交団ブロックミーティング（5/31）永田議長スピーチ
　広島市議会議長の永田でございます。不慣れではございますが、英語でスピーチをさせていただきます。まずは、本日はこのような会にお招
きいただき、また、貴重なお時間をいただきありがとうございます。
　さらに、毎年８月６日に行われる本市の平和記念式典に、多くの大使の皆様に遠く広島までお越しいただき、大変ありがとうございます。こ
の場をお借りして、厚くお礼申し上げます。
　本日、このようなプレゼンテーションの機会をいただいたきっかけは、その平和記念式典前日の夕刻、大使の皆様をお招きする歓迎レセプショ
ンであります。その場で、皆様と平和についてお話しする中で、本市市長が会長を務め、核兵器廃絶と世界恒久平和を目指すことを目的に、世
界７５００都市以上が共に活動する世界平和首長会議に、アフリカ諸国の加盟都市を少しでも増やすことができれば、同会議がより強固になる
と感じたことが発端です。
　これまでお伺いした、アンゴラ共和国、モーリタニア・イスラム共和国、ジンバブエ共和国、そしてエリトリア国、いずれの大使の皆様にも
同様に、私を温かく迎えていただき、貴重な時間を割いて、お話を熱心にお聞きいただきました。
　そして、皆様とお話しした時、アフリカ諸国大使のブロック会議が毎月開催されることをお聞きし、在京アフリカ外交団の団長であるアフォ
ワキ大使に、このブロック会議で、お話する機会を与えていただけないかとお願いしたところ、快くご了解いただいたわけでございます。
　私たち広島市議会も、広島に降りかかった未曾有の惨禍が、再び繰り返されることを決して許してはならないという固い信念のもと、核兵器
廃絶と世界恒久平和の実現というヒロシマの願いを一貫して訴え続けております。
　昨年、核兵器禁止条約が国連で採択された折には、条約の早期発効を求める意見書を全会一致で可決し、政府に訴えかけるなど、内外の関係
者に、広島市議会の意志を表明しております。
　皆様には、本日の説明をお聞きいただいた
上で、本市と、平和首長会議加盟都市の核兵
器廃絶と世界恒久平和への思いをぜひともご
理解いただき、本国の都市の加盟についてご
支援賜りますようよろしくお願いいたしま
す。

アフリカ外交団ブロックミーティングにて永田議長のスピーチ
English

和文
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平成30年度 中区の主要事業
局 事　　　業　　　名 予　算　額 説　　　　　　　　　　　明

市
　
　
民

区スポーツセンター整備 130万円 中区スポーツセンター大体育室床改修

集会所整備 1,209万円 耐震補強工事実施設計
　西平塚、南千田西、吉島東、江波東、江波栄町

公民館整備 7,270万円 耐震補強工事　中央
中央公民館空調設備改修

6,690万円
580万円

健
康
福
祉

民間障害者（児）福祉施設整備補助金 69万5千円 「アイラブ作業所」借入金償還補助

老人福祉センター整備 1億1,460万円 耐震補強工事　中央
中央老人福祉センター空調設備改修

1億400万円
1,060万円

老人集会所整備 120万円 耐震補強工事　基町

こ
ど
も
未
来

保育園整備 3,580万円 耐震補強工事　基町、江波第二
一般整備

2,630万円
950万円

民間保育園等整備補助金 2億2,750万3千円

国泰寺地区保育園新設
幟町地区小規模保育事業所新設
国泰寺地区小規模保育事業所新設
江波地区小規模保育事業所新設
報恩保育園等借入金償還補助

1億5,202万6千円
2,399万9千円
2,399万9千円
2,399万9千円

348万円
環
境 大気汚染監視設備整備 363万5千円 紙屋町自動車排出ガス測定局一酸化炭素自動測定機更新

都
市
整
備

公園緑地等整備 1億5,670万円

東部河岸緑地
　京橋川右岸（御幸橋～宇品橋）
西部河岸緑地
　　天満川左岸（新観音橋～舟入病院）
　　天満川左岸（広瀬橋～緑大橋）
一般整備その他

3,960万円

9,000万円
6,300万円　　　　　　
2,700万円　　　　　　

2,710万円

住宅整備 15億729万3千円
基町住宅再整備
附設駐車場整備　基町第二十アパート
一般整備

13億6,931万3千円
1,364万円

1億2,434万円

道
路
交
通

道路整備 7億3,957万2千円

電線共同溝整備
　　中２区中島吉島線（吉島通り）
　　中２区吉島観音線（吉島）など２路線
平和大橋歩道橋整備
一般整備
自転車走行空間整備
ストレート型バス停整備に係る道路改良
　八丁堀（あおぞら銀行前）バス停

3,400万円
3,300万円　　　　　　
100万円　　　　　　
4億1,975万円
2億4,342万円
3,940万2千円

300万円

交通安全施設整備 8,764万円 道路交通安全施設
福祉環境整備

8,664万円
100万円

自動車駐車場整備 2,770万円 基町駐車場外壁改修

消
　
防

消防施設整備 6,858万2千円

中消防署外壁改修
消防車両整備
消防車両改修
消防団車庫の耐震補強工事実施設計

1,260万円
2,820万円
2,670万円
108万2千円

教
　
　
育

小学校整備 1億2,547万4千円 トイレの洋式化　白島、神崎、舟入
一般整備その他

1,300万円
1億1,247万4千円

中学校整備 1,688万4千円 一般整備その他

幼稚園整備 197万5千円 一般整備その他

児童館整備 8,100万円 耐震補強・大規模修繕工事　基町、吉島東、江波

下
　
水
　
道

公共下水道整備 22億5,660万円

管きょ布設　千田地区など　5,150ｍ
ポンプ場整備　千田ポンプ場など４か所
水資源再生センター整備
　千田水資源再生センターなど２か所

11億8,360万円
2億4,400万円
8億2,900万円

排水設備整備 1,321万円 雨水桝と既設下水管との接続
排水設備と下水道との接続

210万円
1,111万円

諸設備新設改良 891万円 江波水資源再生センター整備

水
　
道

配水施設整備 6億3,478万2千円 配水管布設　広瀬～江波地区など　3,838ｍ

諸設備新設改良 1,375万9千円 千田庁舎など２か所

計 62億960万4千円

中区普通建設事業（平成30年度当初予算）

〔 〔

〔〔


